
　
創
価
大
学
経
済
学
部
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル

な
経
済
社
会
を
担
う
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を

目
指
し
て
い
る
。
同
学
部
経
済
学
科
３
年

の
平
野
美み

輝き

さ
ん
は
、
入
学
の
動
機
を
次

の
よ
う
に
話
す
。

　「
高
校
時
代
か
ら
難
民
問
題
や
貧
困
問

題
に
関
心
が
あ
っ
た
私
は
、
経
済
の
視
点

か
ら
そ
れ
ら
に
つ
い
て
学
び
た
い
と
考
え

て
い
ま
し
た
」

　
１
・
２
年
次
は
、学
部
必
修
科
目
の
「
ミ

ク
ロ
経
済
学
」
な
ど
の
ほ
か
、
全
学
部
共

通
科
目
「
世
界
市
民
教
育
科
目
群
」
で
の

「
環
境
と
開
発
」
な
ど
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関

連
し
た
内
容
を
学
ぶ
。
経
済
学
科
３
年
の

古
賀
誠ま

こ
と人

さ
ん
は
、
同
科
目
群
の
１
つ
で

あ
る
「
環
境
科
学
B
」
を
２
年
次
春
学
期

に
履
修
し
、
気
候
変
動
な
ど
の
環
境
問
題

に
つ
い
て
関
心
を
持
っ
た
。

　「『
環
境
科
学
B
』
で
は
、
少
人
数
で
の

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
、
環
境
問

題
へ
の
考
え
を
深
め
て
い
き
ま
し
た
。
そ

の
授
業
中
、
先
輩
か
ら
、
ア
ル
バ
イ
ト
先

の
上
司
に
ゴ
ミ
の
新
た
な
分
別
方
法
を
提

案
し
た
と
い
う
話
を
聞
き
ま
し
た
。
自
分

も
そ
の
先
輩
の
よ
う
に
、
環
境
問
題
の
解

決
に
向
け
て
行
動
を
起
こ
せ
る
よ
う
に
、

も
っ
と
勉
強
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
」

　
同
学
部
で
は
、
高
等
教
育
レ
ベ
ル
の
英

語
力
の
育
成
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、
英

語
で
経
済
学
を
学
ぶ
「
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
実
施
し
て
い
る
。

古
賀
さ
ん
は
１
年
間
、
平
野
さ
ん
は
２
年

間
、
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
た
。

　「
英
語
で
書
か
れ
た
経
済
学
の
教
科
書

を
要
約
し
、
そ
の
内
容
を
発
表
す
る
課
題

な
ど
を
通
じ
て
、
英
語
の
４
技
能
す
べ
て

が
鍛
え
ら
れ
ま
し
た
」（
平
野
さ
ん
）

　
２
年
次
秋
学
期
に
は
、
自
分
の
関

心
に
応
じ
て
、
経
済
理
論
・
統
計
学
、

現
代
経
済
、
グ
ロ
ー
バ
ル
地
域
経
済
、

Ｓ
Ｕ
Ｃ
Ｃ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
（
＊
１
）
の
４
つ
の
ク

ラ
ス
タ
ー
（
科
目
群
）
か
ら
１
つ
を
選
択
。

ま
た
、
ゼ
ミ
に
も
所
属
し
、
専
門
的
な
学

び
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
。

　
古
賀
さ
ん
は
、
環
境
問
題
や
開
発
問
題

を
学
び
た
い
と
考
え
、
環
境
経
済
学
や

農
業
経
済
学
が
学
べ
る
現
代
経
済
ク
ラ
ス

タ
ー
を
選
択
。平
野
さ
ん
は
、１
年
次
に
参

加
し
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
の
語
学
研
修
や
ケ

ニ
ア
で
の
海
外
研
修
も
踏
ま
え
、グ
ロ
ー
バ

ル
地
域
経
済
ク
ラ
ス
タ
ー
を
選
択
し
た
。

　「
研
修
中
に
受
け
た
講
義
で
、
地
球
温

暖
化
に
よ
る
海
面
上
昇
の
た
め
に
自
国
を

離
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
『
環
境
難
民
』

の
存
在
を
知
り
、
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。

経
済
と
貧
困
問
題
と
の
つ
な
が
り
だ
け
で

な
く
（
目
標
１
）、
環
境
問
題
と
の
つ
な

が
り
も
学
び
た
い
と
考
え
ま
し
た
（
目
標

13
）」（
平
野
さ
ん
）

　
ゼ
ミ
は
、
古
賀
さ
ん
、
平
野
さ
ん
と
も
、

国
際
的
な
開
発
問
題
や
環
境
問
題
を
研
究

し
、「
目
標
13
　
気
候
変
動
に
具
体
的
な

対
策
を
」
に
も
貢
献
す
る
研
究
に
取
り
組

１
年
次
か
ら
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て

学
べ
る
科
目
群
を
開
講

ゼ
ミ
で
は
、
多
角
的
に
考
え
る
力

や
解
決
策
の
創
造
を
重
視

経
済
学
部
経
済
学
科
　

３
年平

野
美
輝

ひ
ら
の
・
み
き

秋
田
県
立
能
代
高
校
卒
業
。

経
済
学
部
経
済
学
科
　

３
年古

賀
誠
人

こ
が
・
ま
こ
と

千
葉
県
・
私
立
流
通
経
済
大
学

付
属
柏
高
校
卒
業
。

私
た
ち
が
紹
介
し
ま
す

大学の学び

この学びに
関する

SDGsの
目標

環
境
問
題
と
経
済
を
結
び
つ
け
て
学
び
、

議
論・
表
現
を
通
じ
て
問
題
解
決
力
を
身
に
つ
け
る

創
価
大
学
　

経
済
学
部
　

経
済
学
科
　

掛
川
ゼ
ミ

＊１　英語による講義のみで構成されるコース。基準を満たした人のみが受講でき、留学生と一緒に英語で経済学を学ぶ。

この学びに関する
他のSDGsの目標
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　「
八
王
子
市
の
可
燃
ゴ
ミ
の
中
に
、
資

源
と
し
て
回
収
可
能
な
紙
類
が
約
９
％
含

ま
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
原

因
は
、
分
別
意
識
の
不
足
に
あ
る
と
仮
説

を
立
て
、
市
内
の
５
地
域
の
住
民
に
、
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま
し
た
」

　
そ
の
結
果
、
特
に
学
生
は
古
紙
分
別
を

負
担
に
感
じ
て
い
る
と
判
明
し
た
（
図

１
）。
そ
こ
で
、
負
担
感
を
な
く
し
、
古

紙
の
回
収
率
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
古
紙

専
用
の
回
収
袋
の
配
布
を
市
に
提
案
す
る

方
向
で
研
究
を
ま
と
め
、
学
部
の
ゼ
ミ
対

抗
研
究
発
表
大
会
で
１
位
を
獲
得
し
た
。

　
古
賀
さ
ん
の
グ
ル
ー
プ
は
、
学
内
の
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
率
向
上
を
研

究
テ
ー
マ
に
選
ん
だ
（
図
２
）。

　「
本
学
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利

用
率
は
わ
ず
か
１
％
で
す
。
調
査
で
は
、

学
生
の
９
割
が
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

利
用
に
賛
成
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
を
踏

ま
え
、
本
学
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
セ
ン
タ
ー

に
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
増
設
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
購
入
な
ど
を
提
案
す
る
予

定
で
す
（
目
標
7
・
11
）」　

　
４
年
次
は
、卒
業
論
文
に
向
け
て
各
自
、

研
究
を
深
め
る
。
掛
川
ゼ
ミ
で
は
、
将
来

の
進
路
に
結
び
つ
く
研
究
を
卒
業
論
文
の

テ
ー
マ
に
設
定
す
る
学
生
が
多
い
。

　「
私
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
業
界

へ
の
就
職
を
希
望
し
て
お
り
、
日
本
に
お

け
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
に
必

要
な
政
策
の
研
究
を
し
て
い
ま
す
。
ゼ
ミ

で
の
学
び
は
、
企
業
研
究
に
も
生
き
て
い

ま
す
」（
古
賀
さ
ん
）

　
食
品
業
界
に
関
心
の
あ
る
平
野
さ
ん

は
、
環
境
に
配
慮
し
た
コ
ー
ヒ
ー
の
栽
培

に
つ
い
て
研
究
予
定
だ
（
目
標
15
）。

　「
森
林
伐
採
を
せ
ず
、
木
々
が
生
い
茂

る
中
で
コ
ー
ヒ
ー
を
栽
培
す
る
方
法
も
あ

り
ま
す
。
環
境
に
優
し
い
食
品
産
業
の
あ

り
方
も
追
究
し
た
い
で
す
（
目
標
12
）」

む
掛
川
ゼ
ミ
に
入
っ
た
。
ゼ
ミ
で
は
、
２

年
次
秋
学
期
は
主
に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
通
じ
て
、環
境
経
済
学
に
つ
い
て
学
ぶ
。

３
年
次
は
、
開
発
経
済
学
を
学
び
な
が

ら
、
卒
業
論
文
の
草
稿
を
各
自
作
成
。
加

え
て
、
各
ゼ
ミ
か
ら
１
グ
ル
ー
プ
が
出
場

で
き
る
、
学
部
内
の
ゼ
ミ
対
抗
研
究
発
表

大
会
へ
の
出
場
権
獲
得
を
目
指
し
、
３
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
研
究
を
進
め
る
。
発

表
大
会
へ
の
準
備
の
中
で
、
社
会
問
題
の

分
析
や
議
論
を
通
じ
て
、
発
表
力
や
多
角

的
に
考
え
る
力
、
解
決
策
を
導
く
力
を
鍛

え
て
い
く
。

　
今
年
度
の
大
会
に
出
場
し
た
の
は
、
大

学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
が
あ
る
東
京
都
八
王
子

市
の
古
紙
の
回
収
率
を
上
げ
る
た
め
の
研

究
を
行
っ
た
平
野
さ
ん
の
グ
ル
ー
プ
だ
。

　
本
ゼ
ミ
で
は
、
環
境
経
済
や
開
発
経
済
の

基
本
的
な
考
え
方
や
理
論
を
学
ぶ
と
と
も

に
、
社
会
課
題
に
つ
い
て
多
角
的
な
視
点
で

考
え
ら
れ
る
よ
う
指
導
し
て
い
ま
す
。
例
え

ば
、
政
策
を
議
論
す
る
際
、
学
生
に
「
市

民
に
と
っ
て
最
善
の
効
果
が
出
て
い
る
か
」、

「
そ
の
手
法
は
途
上
国
で
も
最
善
か
」
な
ど

と
問
い
か
け
、
徹
底
的
に
議
論
し
ま
す
。

　
ま
た
、
私
自
身
の
国
連
開
発
計
画
や

J
I
C
A
（
＊
３
）
な
ど
で
の
実
務
経
験
を

生
か
し
、
理
論
と
現
実
社
会
を
つ
な
げ
る
授

業
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
学
生
が
発
表
す
る

際
、「
国
と
し
て
で
き
る
こ
と
」「
企
業
や
自

治
体
と
し
て
で
き
る
こ
と
」
に
加
え
、
必
ず

「
自
分
た
ち
が
で
き
る
こ
と
」
に
つ
い
て
も

考
え
て
も
ら
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
自
ら

行
動
を
起
こ
す
人
材
を
育
て
、
国
際
機
関
や

自
治
体
、企
業
等
で
、持
続
可
能
な
社
会
づ
く

り
に
貢
献
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
高
校
時
代
に
は
、
学
ん
だ
知
識
を
基
に
社

会
課
題
に
つ
い
て
考
え
、
友
人
と
意
見
交
換

し
ま
し
ょ
う
。
そ
う
し
た
習
慣
は
、
よ
り
よ

い
解
決
策
を
創
造
し
て
い
く
た
め
の
基
礎
力

と
な
る
は
ず
で
す
。
ま
た
、
自
分
の
好
き
な

分
野
や
得
意
分
野
も
見
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

そ
れ
が
、
将
来
の
仕
事
に
つ
な
が
り
ま
す
。

経
済
学
部

　経
済
学
科

准
教
授

掛
川
三
千
代

か
け
が
わ
・
み
ち
よ

学生の古紙分別行動の回帰分析結果

学生への再生可能エネルギーに関する調査
◎創価大学の再生可能エネルギー率は何％だと思いますか？

図1

図 2

学生の古紙分別
行動は何に起因
しているのか、先
行研究（＊２）を参
照し、アンケート
を基に回帰分析
を実施。数字は標
準偏回帰係数を
示し、便益費用評
価が一番正の影
響を及ぼしている
ことが分かった。

古紙の
分別行動

＊平野さんの資料を基に編集部で作成。

環境リスク認知

責任帰属認知

対処有効性認知

実行可能性評価

便益費用評価

社会規範評価

-0.32

0.32

0.49
-0.15

0.46

0.67

0.23

環境に
優しい
目標意図

電力の 5％以下
だと思う
38.9%

電力の 10％から
20％だと思う
31.7%

取り入れて
いないと思う 2.4%

電力の80％から100％だと思う 1.1%
電力の50％から
70％だと思う 6.7%
電力の30％から
40％だと思う 19.2%

実際の利用率１％とは大きな差が見られる。
＊古賀さんの資料を基に編集部で作成。

将
来
の
進
路
に
結
び
つ
く
研
究

を
卒
業
論
文
の
テ
ー
マ
に

社
会
課
題
に
つ
い
て
多
角
的
に
考
え
、

自
ら
行
動
を
起
こ
す
人
材
に

学
び
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

＊２　広瀬幸雄、『環境と消費の社会心理学』(1995)。　＊３　国際協力機構。
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